






























































2013 年 11 月 30 日受付















































































































































































































































































































日本の 2011（平成 23）年中の火災は 50006 件，
死者 1766 人，負傷者 7286 人。建物焼損床面積
1395112 ㎡， 林 野 焼 損 面 積 207093a， 罹 災 者
24491 世帯，57776 人，損害額 1128 億 3500 万円，


























802 年には，遷都 8 年にして早くも全都焼失，
幕末までに大火だけで 400 回というほどで，『方































12 ～ 14 世紀に政権の所在地だった鎌倉も，幕














に 2 回以上，所によっては 2 年に 1 回の割合で被
災している。


























一挙に約 3 万 8000 人が犠牲となるなど，死者，





















よる死者は 431 人で，火災死者総数 1766 人の
24.4% を占める。損害額も 72 億 1065 万円である。
（総務省消防庁，2012）
平安京の火事の中でも，放火とされるものは多





































































































月 7 日 夜 に 行 わ れ る。 暗 闇 の な か で， 全 長



























































































































































































































































































































































秋 葉 山 本 宮 秋 葉 神 社 ホ ー ム ペ ー ジ，http://www.
akihasanhongu.jp/
愛宕神社ホームページ，http://kyoto-atago.jp/
久留米市観光コンベンション国際交流協会ホームページ，
http://www.kurumehotomeki.jp
総務省消防庁ホームページ，「火災・災害等即報要領」，
http://www.fdma.go.jp/html/data/tuchi1503/ 
150331sai79_a.html
本稿は，風土社刊『チルチンびと』2013 年冬号に掲載の
拙稿，「竈というコスモス，火事というカオス」に加筆，
修正を加えたものである。
